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〈シンポジウム II〉

『感覚から香粧品の価値を考える』

デジタル映像における色彩情報の計測と再現
村 上 百 合

Measurement and Reproduction of Color Information in Digital Images

Yuri MURAKAMI

Abstract
Color reproduction of digital images is strongly required, but difficult to be realized by conventional color imaging sys-

tems. To realize high fidelity color reproduction, spectrum-based color reproduction scheme has been proposed, in which the 
spectral information of target scenes are captured by a multispectral camera, and color information is recovered by signal 
processing based on the information of illumination and camera devices used for recording. This paper reviews the spectrum-
based color reproduction from a basic colorimetry. In addition, spectral imaging is effectively utilized in other applications, 
such as visualization of invisible information or target recognition based of spectral information. Some results with skin 
spectral images are introduced in this paper. Finally, the importance and difficulty of shitsukan reproduction, the next step of 
color reproduction, is described for more realistic image reproduction.
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1.　は じ め に

カメラやディスプレイの性能が向上し，高品質の映像
を身近に楽しめる環境が整いつつある。しかし，既存の
システムで再現される映像の色は，必ずしも実物の色を
忠実に再現しているわけではない。これは，既存のシス
テムでは忠実な色よりも，好ましい色を再現することが
重視されており，そのための絵作りがされているため
だ。また，デジタル画像・映像はパソコン上で容易に色
調などを変えることができる，という特徴がある。これ
らのことから，デジタル画像・映像の色は信頼できな
い，とあきらめている人も多いであろう。
しかしながら，映像を単に観賞するためだけでなく，
ほかの目的にも利用するためには，色を忠実に再現する
ことが必要な場合がある。たとえば，医療，美術・工芸
などの色彩情報が重要な意味を持つ分野においては，実
物の色を忠実に記録・再現する技術が望まれている。ま
た，デザイン・製造などの過程において，現在は実物に
よって行われている色合わせの過程をデジタルに置き換
えることができれば，大きなコスト・時間の削減にな
る。
このような背景のもと，実物の色を忠実に記録・再現
することが可能な映像通信システム（ナチュラルビジョ
ン）の開発が行われた 1）, 2）。通常，色情報は赤・青・緑

（RGB） の 3原色で取り扱われるが，ナチュラルビジョ
ンでは，スペクトルの情報としてこれを取り扱う。これ
により，撮影照明環境によらない被写体固有の色情報を
正確に映像として取得し，再現可能とする。さらに，ス
ペクトル情報を取得することで，目には見えない情報を
可視化したり，スペクトル特徴を利用して対象を識別し
たりするなどの，さらなる応用の可能性が生まれる。
本稿では，色彩情報の取り扱いを含めた色再現の基礎
を記述するとともに，スペクトル情報に基づく色再現技
術を紹介する。また，スペクトルを映像として取り込む
ことにより生まれる応用可能性についても，その実例を
紹介する。さらに，映像再現においては，まるで実物が
そこに存在しているかのような質感の再現も望まれると
ころである。本稿では，色だけでは十分でない質感の再
現にかかわる対象の光学的特性についても触れる。

2.　スペクトル情報に基づく色再現

ある対象をカメラで撮影した画像をディスプレイ上に
表示したとき，実物の色と，ディスプレイ上に再現され
た画像の色とを一致させる―このような色再現を考え
る。カメラで撮影した画像を，何も処理せずにディスプ
レイに表示しただけでは，当然，色は合わない。色を一
致させるためには，カメラ側で画像として実物の色を計
測し，その計測した色を正確にディスプレイ上に表示す
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